
黄色いレシート運動 贈呈式
　平成28年4月10日イオンモールつくば2階イースト・コートにて、
黄色いレシートの応援団体に対し、贈呈式が行われました。こちら
の店舗では現在20団体が登録されていて、みんラボからは今回初
めて、萩野・篠原の2名が参加しました。
　去年の4月より今年3月までの1年間の実績により、イオン様より
助成金額分のギフトカードが贈呈され、みんラボは48,900円でし
た。その後団体代表より自分の団体の活動報告があり、みんラボ
は萩野が報告しました。

　今回これだけの金額が贈呈されたのも会員の皆様から毎月11日の
「黄色いレシートデー」にたくさん
のご協力をいただいた結果だと思
います。この助成金は、みんラボ
活動に有効に利用させていただき
ます。今後とも何とぞご協力をお
願い致し、御礼とさせて頂きます。
� （篠原・萩野・田内）

　
第
4
回
総
会
は
3
月
15
日
会
員
46
名
出
席
の

も
と
に
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
開
催
に
先
立
っ

て
研
究
成
果
発
表
会
が
ポ
ス
タ
ー
展
示
形
式
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
説
明
員
の
話
に
真
剣
に
耳

を
傾
け
る
会
員
の
姿
が
、
印
象
的
で
し
た
。

　
会
員
参
加
型
の
総
会
は
活
発
な
質
疑
応
答
の

あ
る
中
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
以
下
総
会
報
告
の
概
要
を
記
し
ま
す
。

2
0
1
5
年
度
活
動
報
告

○
み
ん
ラ
ボ
ニ
ュ
ー
ス

＊
登
録
会
員
は
現
在
2
4
6
名
。
平
均
年
齢
は

72
歳
、
58
歳
か
ら
88
歳
の
会
員
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

＊
筑
波
大
学
ベ
ス
ト
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ア
ワ
ー

ド
を
受
賞
。
み
ん
ラ
ボ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

代
表
の
原
田
悦
子
教
授
が
表
彰
さ
れ
た
。

＊
み
ん
ラ
ボ
の
活
動
。

　
活
動
の
柱
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
、
使
い

や
す
さ
検
証
活
動
、
使
い
や
す
さ
研
究
活
動

の
3
つ
の
活
動
グ
ル
ー
プ
が
母
体
。
こ
れ
を

み
ん
ラ
ボ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
み
ん
ラ
ボ
研

究
グ
ル
ー
プ
が
参
加
・
委
託
・
実
施
な
ど
の

形
を
と
っ
て
活
動
を
支
え
る
。
そ
の
活
動
に

み
ん
ラ
ボ
会
員
（
高
齢
者
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
形
で
参
加
。

○
み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ

＊
第
29
回
4
月
・
高
齢
者
の
健
康
と
栄
養
：
毎

日
の
食
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と 

＊
第

30
回
5
月
・
暮
ら
し
に
よ
り
添
う
ロ
ボ
ッ
ト
：

服
薬
支
援
ロ
ボ
を
題
材
に 

＊
第
31
回
6
月
・

自
分
ら
し
い
治
療
・
ケ
ア
選
択
の
た
め
の
心

積
も
り
に
つ
い
て
今
か
ら
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

＊
第
32
回
7
月
・
お
客
様
の

声
を
活
か
し
た
製
品
作
り
：
生
活
者
と
企
業

を
つ
な
ぐ
ヒ
ー
ブ
協
議
会
の
活
動 

＊
第
33

回
9
月
・
森
の
今
を
聞
く
：
フ
ォ
レ
ス
ト
・

ノ
ー
ツ 

＊
第
34
回
10
月
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」

制
作
の
現
場
か
ら   

＊
第
35
回
12
月
・
ど
う

す
れ
ば
無
く
せ
る
!?
金
融
犯
罪
被
害
！ 

＊
第
36
回
1
月
・
シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
社
会

を
作
る 

＊
第
37
回
2
月
・
家
族
の
介
護
：

ど
う
し
た
ら
無
理
な
く
続
け
ら
れ
ま
す

か
？

○
み
ん
ラ
ボ
広
報
誌
「
四
季
報
」

　
み
ん
ラ
ボ
四
季
報
は
創
刊
以
来
6
号
ま
で

を
発
行
し
た
。
今
後
も
工
夫
を
重
ね
て
続
け

て
い
く
。

○
み
ん
ラ
ボ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

＊
み
ん
ラ
ボ
研
究
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
学

病
院
チ
ー
ム
）

＊
広
報
誌
編
集
委
員
会
4
〜
6
号
発
行

＊
土
曜
会
議 

食
の
会
・
み
ん
ラ
ボ
レ
シ
ピ
・

み
ん
ラ
ボ
遠
足
+
「
イ
ン
プ
ロ
（
即
興
）」

＊
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ
レ
ッ
ト
」
発
表
会

＊
「
健
康
自
慢
の
会
」

＊
「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
」
社
会
貢
献

活
動

○
み
ん
ラ
ボ
広
報
活
動

・
N
H
K
ラ
ジ
オ
深
夜
便
2
0
1
5
年
9

月
・
原
田
先
生
出
演
・
筑
波
大
学
広
報
誌

に
取
材
記
事
掲
載
・
H
E
A
B
協
議
会
に

冊
子
発
行

・
超
高
齢
社
会
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

○
み
ん
ラ
ボ
使
い
や
す
さ
検
証
活
動

・
自
動
運
転
支
援（
A
C
C
）の
研
究

・
基
礎
化
粧
品
：
国
際
会
議
発
表
予
定

・
オ
フ
ィ
ス
用
複
合
機
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
そ

の
2
）

・
食
品
の
包
装
： 
国
際
会
議
発
表
予
定

・「
心
積
も
り
ノ
ー
ト
」
心
積
も
り
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
開
発

○
み
ん
ラ
ボ
研
究
活
動

★
修
士
論
文　
・
画
面
の
使
い
や
す
さ
「
迷

路
ゲ
ー
ム
」（
原
田
研
・
大
門
） ・
聴
覚
順

序
課
題
と
「
機
器
の
使
い
方
」（
原
田
研
・

松
崎
）

★
卒
業
論
文
・
も
の
の
探
し
や
す
さ
と
手
が

か
り
（
原
田
研
・
鈴
木
）・
サ
イ
ン
板
の

わ
か
り
や
す
さ
（
原
田
研
・
橋
本
）

○
み
ん
ラ
ボ
人
事
異
動

＊
2
0
1
5
年
4
月
よ
り
、
研
究
員
杉
本

匡
史
着
任
・
望
月
正
哉
・
週
1
日
非
常
勤
・

栗
延
孟
・
週
1
日
非
常
勤
・
富
田
瑛
智
・

研
究
分
担
者
と
し
て
参
加　

＊
2
0
1
6
年
3
月
末
に
て
研
究
員
杉
本
、

望
月 

退
職
、
事
務
サ
ポ
ー
ト
高
岡
陽
子

退
職　
＊
原
田
研
・
大
門
卒
業
（
修
士
課

程
修
了
）　
＊
2
0
1
6
年
4
月
よ
り
新

研
究
員
宮
代
こ
ず
ゑ

2
0
1
6
年
度
活
動
予
定

○
使
い
や
す
さ
検
証
活
動

＊
「
銀
行
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
」

＊
お
台
場
を
「
高
齢
層
に
魅
力
的
に
す
る
た

め
に
」
高
齢
者
が
遊
び
に
い
き
た
い
場
所

は
ど
こ
？

○
研
究
活
動

　
「
み
ん
ラ
ボ
登
録
デ
ー
タ
の
更
新
」［
予
定
］

○
み
ん
ラ
ボ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
（
1
）

＊
広
報
編
集
委
員
会　
広
報
誌
編
集
活
動
を

広
域
的
に
広
げ
て
い
く
。
み
ん
ラ
ボ
活
動

を
企
画
会
議
的
存
在
に
変
身
さ
せ
る
。　

・「
み
ん
ラ
ボ
音
頭
」
制
作
、
み
ん
ラ
ボ
祭

り
の
企
画　
・
使
い
や
す
さ
の
「
み
ん
ラ

ボ
大
賞
」
の
実
施
計
画　

＊
み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ・「
花
王
」
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
東
京
ガ
ス
の
「
安
全
な

シ
ス
テ
ム
」
他
を
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
と

し
て
検
討
中

○
み
ん
ラ
ボ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
（
2
）

＊
「
食
の
会
」：
み
ん
ラ
ボ
レ
シ
ピ
公
開
、
み

ん
ラ
ボ
遠
足
、「
イ
ン
プ
ロ
（
即
興
）」
活
動
、

芋
煮
会
な
ど
、
と
に
か
く
楽
し
み
な
が
ら

食
べ
て
話
そ
う 

＊
「
健
康
寿
命
、
健
康
自
慢
」：
4
回
以
降

食
事
・
運
動
な
ど
を
通
し
て
の
グ
ル
ー
プ

活
動
を
続
け
ま
す
。

＊
フ
レ
ッ
ト
バ
イ
オ
リ
ン
の
会
：
半
年
練
習

を
続
け
発
表
会
開
催
予
定

＊
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
の
集
い
：
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
社
会
貢
献
活
動
、
今
後
も
続
け

ま
す
。

○
そ
の
他
の
議
論

＊
こ
ん
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
っ
た
ら
良
い
な

＊
使
い
や
す
い
病
院
の
研
究
を
し
っ
か
り
進

め
て
い
っ
て
欲
し
い
＊
2
0
2
5
年
問

題
等

2
0
1
5
年
度
み
ん
ラ
ボ
第
4
回
総
会
報
告

平成28年
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み
ん
ラ
ボ
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
気
の
あ

る
話
題
の
一
つ
で
す
。
特
に
皆
さ
ん
の
関
心

が
高
い
の
は
、
家
庭
や
公
共
の
場
所
で
使
わ

れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

に
人
と
対
話
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
の
こ
と
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
と

言
い
ま
す
。
人
と
対
話
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
と
い

う
と
、
と
に
か
く
言
葉
で
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
は
人
同
士
が
会

話
を
す
る
と
き
、
3
分
の
2
程
度
は
表
情
や

身
振
り
な
ど
の
、
言
葉
に
よ
ら
な
い
表
現
に

た
よ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
言
葉

に
よ
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と

を
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
言
い
ま
す
）。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
持
た
せ
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
多
く
の
研
究
者
が
、
人
に
似
た
外

観
を
も
つ
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
、
表
情

や
身
振
り
を
表
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
い

か
に
も
ロ
ボ
ッ
ト
ら
し
い
形
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
中
に
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
呼
ば
れ

る
、
人
と
そ
っ
く
り
な
姿
を
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
研
究
者
が
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
で
、
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
さ

ん
そ
っ
く
り
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
、
マ
ツ
コ
ロ

イ
ド
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
本
物
の
人
間
と
は

表
情
や
動
き
が
少
し
違
い
ま
す
。
こ
こ
で
問

題
な
の
は
、
人
は
こ
の
微
妙
な
違
い
を
敏
感

に
感
じ
と
っ
て
、
と
き
に
は
気
持
ち
悪
さ
を

感
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
問

題
は「
不
気
味
の
谷
」仮
説
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す（
図
参
照
）。
こ
の
仮
説
に
よ
る
と
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
姿
が
だ
ん
だ
ん
人
に
近
づ
く
に
つ

れ
て
、
人
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
感
じ
る
親
和
感
が

増
し
て
行
き
ま
す
が
、
あ
る
限
界
を
超
え
た

と
た
ん
に
、
急
に
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
嫌
悪
感

を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
見

分
け
が
つ
か
な
い
ぐ
ら
い
究
極
ま
で
人
に
近

づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
た
親
和
感
は

急
速
に
向
上
す
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
、

人
に
近
い
領
域
で
急
激
に
親
和
感
が
落
ち
込

む
谷
の
こ
と
を「
不
気
味
の
谷
」と
呼
ぶ
の
で

す
。

　
こ
の
仮
説
の
成
否
に
つ
い
て
は
未
だ
に
議

論
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
な
か
な
か
証
明
で

き
な
い
理
由
は
、
ま
だ
ま
だ
ロ
ボ
ッ
ト
は
十

分
人
に
近
づ
い
て
い
な
い
た
め
に
、
完
全
に

谷
底
に
落
ち
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
で
も
私

は
最
近
、
美
容
整
形
依
存
に
な
っ
た
方
々
の

写
真
を
見
る
と
、
不
気
味
の
谷
は
あ
る
の
か

な
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
は
、
本

物
の
人
間
、
す
な
わ
ち
究
極
に
類
似
度
が
高

い
側
か
ら
、
こ
の
不
気
味
の
谷
に
落
ち
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

で
す
。
美
を
追
い
求
め
た
結
果
と
は
い
え
、

悲
し
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
少
々
専
門
的
な
話
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
不
気
味
の
谷
の
有
無

や
、あ
る
べ
き
ロ
ボ
ッ
ト
の
容
姿
に
つ
い
て
、

話
し
合
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　四季報編集委員（現・みんラボ広報の会）の新年会の席
でⅠさんより提案があり、3月30日にお花見を実施しよ
うということで決まりました。前回と同じ、筑波大学天
久保池で午前11時集合。参加者は茂呂先生・原田先生・
葛岡先生を始め、会員19名、スタッフ・学生総数で30
名でした。桜はまだ5分咲き位でしたが宴会は盛り上が
り、各自の自己紹介とそれぞれコメントもいただきまし
た。今年80歳になる会員Eさんは、東京マラソンを完走
した時の写真をみんなに見せてくださいました。まだま
だこれからも挑戦して、タイムを上げて完走するぞと云うお話に、みんなビックラポンでした。今回お忙しい中、3名
の先生方にも参加していただきました。ありがとうございました。（篠原・田内）

お花見会（第二回桜会議）

在るべきロボットの容姿
→不気味の谷

ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
の
魅
力

葛岡 英明
（筑波大学システム
情報系　教授）

親
和
感

人
間

機
械

お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト

ア
イ
ボ

鉄
腕
ア
ト
ム

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

美
容
整
形
依
存

美
容
整
形
依
存類似度

不
気
味
の
谷
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今
回
は
3
月
12
日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し

た
。
2
年
間「
食
の
会
」で
ご
一
緒
だ
っ
た
大

門
君
が
無
事
卒
業
さ
れ
、
め
で
た
く
就
職
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
送
別
会
の
お
祝
い
を
兼
ね

食
の
会
　
食
べ
て
語
っ
て
な
ご
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
年
重
ね
て
も
　
心
は
学
生
　（
内
藤
）

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
机
の
上
に
は
持

ち
寄
っ
た
お
料
理
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま

し
た
。
ち
ら
し
寿
司
や
か
ら
揚
げ
、
煮
物
な

ど
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
毎
回
筑
波
大
学
院

生
と
の
お
話
は
と
て
も
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
す
。
一
度
参
加
し
て
み
て
は
？

最
後
に
皆
で
ケ
ー
キ
も
食
べ
て
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。（
鵜
川
）

①電気炊飯器の保温機能を利用する
②にんにくを利用する分だけ用意する
③きれいに埃や汚れを取り除く
④炊飯器の中にならべて入れる
⑤�保温ボタンを押せば高温熟成が始まる
⑥�保温の状態で10日〜14日そのままに
する
⑦4日に一度の割合で上下を入れ替える
⑧その時底が汚れていたらきれいにする
⑨�にんにくの中身が黒くなったら完成。
常温で数日寝かせれば、食べやすくなる
⑩�保存は紙袋に入れて冷蔵庫野菜室に収納

・�黒ニンニクはニンニク臭が少なく、干し
プルーンのような甘酸っぱい味がします。
・購入するととても高価なものです。
・�老化防止やがん予防・疲労回復・美肌
等にとても効果があるといわれていま
す。（秋田）

第37回みんラボカフェ

の
会

食

　2月23日（火）Biviつくばサテライトオフィスにて「家族の介護・
どうしたら無理なく続けられますか」というタイトルで茨城キリスト
教大学の江尻桂子先生より講演をいただき、参加者全員でディス
カッションを行いました。講演の内容は
・理論編「家族介護の現状を知る」
・実践編「どうしたら続けられる」
の2部構成です。現在介護を受ける人は2014年のデータで600
万人に上り、このうちの44%の人が脳に障害を持つ状態です。
介護環境は35%が核家族所帯、27%が単独所帯という状況で、
しかも老々介護が増えているという現状です。介護者の日常の
悩みは今現在抱えている介護のことのほかにも、自分自身の健
康のことや経済的なこと等多くの問題を抱えています。どうした
ら無理なく介護がつづけられるのでしょう？家族介護の大切なとこ
ろは当事者が出来る事と、社会がすべきことをきちんと分けるこ
とです。対象者とのトラブルを避けることが当事者の気持ちの安
定につながるのですが、それには『対象者のやりたいことに付き
合ってあげる』心のゆとりが大切で、これには相当の準備と覚悟
が必要となるのです。
1.�当事者が出来ること：対象に対する正しい理解を持つこと。高
齢者の認知の特徴などきちんと頭で理解することで負の感情も
治まる。介護者自身の時間や健康も大切にする。自分が倒れ

たら共倒れです。社会とのつながりを持ち、社会に相談したり、
時には任せる工夫もすることです。
2.�社会がなすべきこと：介護者のヘルスケアを支援。介護サービ
スの充実。介護者の役割を軽減する仕組みや家庭、周りの人、
職場の理解、また介護者自身の就労など社会参加できる仕組
みを作ることです。経済支援等、数々の問題を実現していくこ
とが必要となります。
　講演の最後にあたって、参加した会員に「家族介護を続けるた
めに大切なことは何ですか？みんなで考えてみましょう。それを漢
字一字で表現してください」という講師からの問いがあり、「絆」「添」
「金」等その外色々な回答が出てきました。さて皆さんだったら
何を提案なさいますか？周りの人たちと話し合ってみてはいかが
でしょうか。（根岸）

炊飯器に仕込んだところ

黒蒸しにんにくの作り方
（使用しなくなった炊飯器を使うと良いですよ！）

盛り付けし、出来上がり
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　　　　　　　　　　　新緑の美しい季節となりました。我が家の庭もと
てもにぎやかです。藤が長い房を垂らし、その向こうに木蓮そして山吹、小
手毬、ウツギ、その下には十二単衣、チゴユリ、シャガ、オダマキ、紫蘭、スズ
ランも咲き始めました。こうして自然は巡り、私たちに至福の時を恵んでく
れます。
　だが、自然はときに牙をむく。九州熊本地方を襲った大地震、今もなお続
く余震、その数何と800回を超えたという。土砂崩れ、倒壊した家屋、寸断
された道路等々。避難された人達は11万人にもなるという。ようやくボラ
ンティアセンターも立ち上がり、ボランティアの受け入れが始まった。被災
された多くの方たちに心よりお見舞い申し上げます。そうして私たち一人
ひとりが被災者に寄り添いできることから始めたいと思っています。（落合）

　もしみんラボに歌があって、それに合わ
せて踊れたら面白くないですか。これは新
年号での茂呂先生の提案でした。この提
案を受けて、すでに歌詞が二編広報の会
に届いています。皆さんも奮ってご応募
ください。一同心よりお待ちしています。 
替え歌の要領で、お好きな曲にご自分で
歌詞をつけてみるのも楽しいですよ。

　今日は、みんラボの共同研究者のおひと
りである須藤先生について、皆様にご紹介
したいと思います。須藤先生は、大学院生
の頃、原田先生の研究室でお手伝いされた
ことをきっかけに原田先生と一緒に研究を
されています。現在は静岡大学の准教授と
して教鞭をとっていらっしゃいます。パソ
コンや機器に強く面倒見のよい、誰にとっ
ても「お兄ちゃん」的な存在。みんラボで
は、最新の調査機器を使って調査研究活動
をしています。これらの機器の選定や設定
などは、須藤先生を中心に院生たちと一緒
に行っています。新しい情報機器が販売さ
れると、研究に活用できないかよく話をし
ています。そんな須藤先生ですが、2歳の
可愛い女の子のパパです。娘さんのお話を
されるときは、もうニッコニコ。嬉しそう
に写真を見せてくださいます。はるばる静
岡からみんラボへいらっしゃることもしば
しば。その際は是非、いろいろお話しして
みてくださいね。（事務局・萩野）

みんラボ事務局ウラばなし ❹

みんラボ音頭作品募集編集後記

 「
み
ん
ラ
ボ
広
報
の
会
」の

 
立
ち
上
げ

　
こ
の「
み
ん
ラ
ボ
四
季
報
は
」2
0
1
4
年
3

月
31
日
の
さ
く
ら
会
議
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

お
花
見
の
お
祭
り
気
分
の
中
か
ら
、
み
ん
ラ
ボ

の
認
知
度
を
あ
げ
よ
う
。
広
く
社
会
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
の
意
見
が
湧
き
出
た
の
で
し
た
。

　

当
時
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
筑
波
大
学

附
属
病
院
・
研
究
員
チ
ー
ム
が
主
体
と
な
っ
て
、

「
よ
し
、
や
ろ
う
」と
い
う
こ
と
に
な
り
、
何
回

か
の
編
集
会
議
を
経
て
8
月
に
創
刊
号
が
発
行

さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
四
季
報
6
号
の
発
刊

を
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
辺
で
原
点
に
か
え

り
考
え
直
し
て
み
よ
う
と
の
改
革
案
が
出
て
き

ま
し
た
。「
発
行
回
数
は
こ
れ
で
い
い
の
か
？
編
集

会
議
も
こ
れ
で
い
い
の
か
？
」な
ど
い
ろ
い
ろ
案
が

出
ま
し
た
。
ま
た「
み
ん
ラ
ボ
編
集
会
議
」と
し

て
編
集
員
を
募
集
し
ま
し
た
が
な
か
な
か
応
募

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
編
集
員
は
ズ

ブ
の
素
人
集
団
で
す
。お
し
ゃべ
り
が
専
門
で
す
。

「
だ
っ
た
ら
あ
ま
り
固
く
な
ら
ず
も
う
少
し
柔
ら

か
く
懇
談
会
と
か
広
報
の
会
と
か
と
名
前
を
変

え
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」と
な
っ
た
の
で
す
。
四

季
報
の
原
点
は
広
く
広
報
す
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
で
は「
み
ん
ラ
ボ
広
報
の
会
」に
名
前
を
変

え
て
い
ろ
い
ろ
広
く
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
皆
が
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
話
は

ま
と
ま
っ
た
の
で
す
。

　
堅
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
ソ
フ
ト
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
改
め
て「
み
ん
ラ
ボ
広
報
の
会
」と
し
て

会
員
を
募
集
し
て
い
き
ま
す
。

　
大
勢
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
参
加
を
い
た
だ
き

お
し
ゃ
べ
り
が
更
に
楽
し
い
会
に
な
る
よ
う
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
や
要
望
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
よ
り
よ
い「
み
ん
ラ
ボ
広
報
の
会
」に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
今
井
）

 

四
季
報
に
対
し
て
の
ご
意
見

 

お
聞
か
せ
下
さ
い

編
集
委
員
が
一
歩
前
へ

　
「
四
季
報
に
対
し
て
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
寄
せ
下
さ
い
」と
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
例
え
ば「
文
字

の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
」等
、
ご
意
見
を
み
ん
ラ

ボ
広
報
の
会
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
く
の
は
す
こ

し
面
倒
な
事
で
し
ょ
う
か
。
で
は
、
お
声
を
お

聞
き
す
る
た
め
に
編
集
委
員
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
た
と
え
ば
、
み

ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ
が
終
わ
り
ま
し
て
か
ら
、
簡
単

な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
ら
せ
て

い
た
だ
く
。
あ
る
い
は
四
季
報
独
自
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
作
成
用
意
し
て
お
き
、
別
件
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
配
布
す
る
際
に
同
封
し
て
、
返
信
し

て
い
た
だ
く
。
な
ど
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た

会
員
以
外
の
方
々
に
も
、
傾
聴
し
て
い
く
方
法

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ
で
お

会
い
し
た
方
が「
四
季
報
い
い
で
す
ね
」。
と
お

話
し
さ
れ
て
い
る
の
を
耳
に
し
ま
し
た
。
微
力

な
が
ら
携
わ
り
ま
し
た
一
員
と
し
て
大
変
嬉

し
く
感
じ
ま
し

た
。

　

ご
意
見
を
伺

う
に
は
、
委
員

が
会
議
室
に
居

る
の
で
は
な

く
、
一
歩
を
踏

み
出
す
時
期
で

は
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
、
準

備
や
課
題
を
し

な
が
ら
、
新
生

「
み
ん
ラ
ボ
広
報

の
会
」で
話
し
合

い
、
実
現
出
来
る
事
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
多
様
な
ご
意
見
、
ご
感
想
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
私
達
委
員
も
楽
し
み
な
が
ら
、
皆
様
の

四
季
報
と
し
て
誌
面
に
反
映
さ
せ
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
編
集
委
員
一
同
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
忌
憚
な
い
ご
意
見
ご
感

想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
石
橋
）

茨城県つくば市吾妻3-14-17　細田ビル（ウエルシア）2階
TEL：029-879-7351　（受付）月〜金9時〜17時
FAX：029-879-7352　e-mail:mado@tsukaiyasusa.jp

みんなの使いやすさラボお問い
合わせ
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